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３月定例会３月定例会

「子どもたち、お年寄りが安心して「子どもたち、お年寄りが安心して
生きる喜びを分かち合える市」へ生きる喜びを分かち合える市」へ

　平成22年第１回行方市議会定例会は、３月４日から23日
までの20日間の会期で開催しました。
　初日に市長の所信表明が行われたほか、本会議では、平成
22年度予算案や条例改正案など40件が市長から、また、平
成22年度一般会計予算に対する附帯決議案1件が議員から提
出され、いずれも全会一致で原案のとおり可決しました。

一般会計予算　約147億円を可決一般会計予算　約147億円を可決重点的施策を着実に進める

第
１
回
定
例
会
の
経
過

〔
３
月
〕

４
日　

本
会
議

　
　
　

・
開
会

　
　
　

・
会
期
の
決
定

　
　
　

・
諸
般
の
報
告

　
　
　

・
市
長
の
所
信
表
明

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
（
専

決
処
分
・
人
事
・
条
例

改
正
）

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、
常
任
委
員
会
付

託
（
条
例
改
正
、
指
定

管
理
者
）

５
日　

本
会
議

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
（
補

正
予
算
）

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、説
明
（
平

成
22
年
度
予
算
）

　
　
　

教
育
厚
生
委
員
会

　
　
　

・
付
託
案
件
審
査

６
〜
７
日　

休
会

８
日　

本
会
議

　
　
　

・
一
般
質
問
（
３
議
員
）

９
日　

本
会
議

　
　
　

・
一
般
質
問
（
３
議
員
）

10
日　

休
会
（
議
事
整
理
）

11
日　

本
会
議

　
　
　

・ 

質
疑
（
平
成
22
年
度
予

市税　24.0%市税　24.0%市税　24.0%

地方譲与税　2.0%地方譲与税　2.0%地方譲与税　2.0%
自動車取得税交付金　0.4%自動車取得税交付金　0.4%自動車取得税交付金　0.4%
地方特例交付金　0.2%地方特例交付金　0.2%地方特例交付金　0.2%

ゴルフ場利用税交付金　1.2%ゴルフ場利用税交付金　1.2%ゴルフ場利用税交付金　1.2%
地方消費税交付金　1.9%地方消費税交付金　1.9%地方消費税交付金　1.9%

市債　10.8%市債　10.8%市債　10.8%

国庫支出金　
8.5%
国庫支出金　
8.5%
国庫支出金　
8.5%

地方交付税　37.0%地方交付税　37.0%地方交付税　37.0%

使用料及び
手数料　0.9%
使用料及び
手数料　0.9%
使用料及び
手数料　0.9%

財産収入
ほか　0.3%
財産収入
ほか　0.3%
財産収入
ほか　0.3%

分担金及び
負担金　0.9%
分担金及び
負担金　0.9%
分担金及び
負担金　0.9%

繰越金　0.7%
諸収入　2.7%

繰入金　1.4%

県支出金　7.1% 商工費　2.1%商工費　2.1%商工費　2.1%
議会費　1.0%議会費　1.0%議会費　1.0%

農林水産業費　3.1%農林水産業費　3.1%農林水産業費　3.1% 予備費　0.1%予備費　0.1%予備費　0.1%

民生費　23.5%民生費　23.5%民生費　23.5%

災害復旧費　0.0%災害復旧費　0.0%災害復旧費　0.0%
諸支出金　0.0%諸支出金　0.0%諸支出金　0.0%

消防費　5.5%消防費　5.5%消防費　5.5%

教育費　17.3%教育費　17.3%教育費　17.3%

衛生費　7.1%衛生費　7.1%衛生費　7.1%

公債費　13.6%公債費　13.6%公債費　13.6%

総務費　
17.9%
総務費　
17.9%
総務費　
17.9%

土木費　8.8%土木費　8.8%土木費　8.8%

平成22年度　一般会計　146億9,800万円

歳入比率
146億9,800万円

歳出比率
146億9,800万円

歳出の性質別の比率は、主なもので人件費 22.9％、公債費 13.6％、物件費 15.0％、補助費等 11.9％、扶助費 11.3％となっている。
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算
）

　
　
　

・ 

予
算
特
別
委
員
会
の
設

置
、
付
託
、
委
員
の
選

任

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　

・ 

正
副
委
員
長
の
互
選
、

分
科
会
の
設
置
、
委
員

の
選
任

12
日　

 

予
算
特
別
委
員
会
（
第
１

分
科
会
・
第
２
分
科
会
）

13
〜
14
日　

休
会

15
日　

 

予
算
特
別
委
員
会
（
第
１

分
科
会
・
第
２
分
科
会
）

16
日　

休
会
（
議
事
整
理
）

17
〜
18
日　

総
務
委
員
会

　
　
　

・
付
託
案
件
審
査

19
〜
22
日　

休
会
（
議
事
整
理
）

23
日　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　

・ 

分
科
会
委
員
長
報
告
、

質
疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　

本
会
議

　
　
　

・ 

常
任
委
員
長
報
告
、
質

疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　

・ 

予
算
特
別
委
員
長
報
告
、

質
疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
（
補

正
予
算
、
附
帯
決
議
）

　
　
　

・ 

閉
会
中
の
所
管
事
務
調

査

　
　
　

・
閉
会

　

平
成
22
年
度
の
予
算
は
、
議
長

を
除
く
23
名
で
構
成
す
る
『
予
算

特
別
委
員
会
』
に
付
託
し
、
３
月

12
・
15
・
23
日
の
３
日
間
に
わ
た

り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
詳
細
か
つ
効
率

的
な
審
査
を
行
う
た
め
、
さ
ら
に

２
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
ま
し

た
。（
各
分
科
会
の
審
査
分
野
は

次
の
と
お
り
）

予
算
特
別
委
員
会
に
よ
る

徹
底
審
査

予
算
特
別
委
員
会
に
よ
る

徹
底
審
査

■ 

第
１
分
科
会:

議
会
事
務
局
、

総
務
部
、
会
計
課
、
保
健
福
祉

部
、
教
育
委
員
会

■ 

第
２
分
科
会:

経
済
部
、
農
業

委
員
会
、
建
設
部
、
水
道
課

　

委
員
会
の
審
査
で
あ
り
ま
し
た

主
な
質
疑
に
つ
い
て
、
一
部
要
約

し
て
４
〜
５
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
し

ま
す
。

一般会計予算　約147億円を可決重点的施策を着実に進める重点的施策を着実に進める

平
成
22
年
度
各
会
計
予
算

本年度予算額 前年度予算額 前年度比増減額 前年度比増減率

一 般 会 計 146億 9,800万円 142億 1,000万円 4億8,800万円 3.4％

特　
　

別　
　

会　
　

計

国 民 健 康 保 険 49億5,840万円 50億 1,130万円 △5,290万円 △1.1％

老 人 保 健 1,500万円 1,330万円 170万円 12.8％

介　護
保　険

保 険 事 業 勘 定 27億8,980万円 24億 8,620万円 3億360万円 12.2％

介 護 サ ー ビ ス
事 業 勘 定 720万円 680万円 40万円 5.9％

後 期 高 齢 者 医 療 3億1,920万円 3億1,920万円 0円 0.0％

農 業 集 落 排 水 事 業 3億3,990万円 7億1,220万円 △3億7,230万円 △52.3％

特定環境保全公共下水道事業 5億7,170万円 3億1,650万円 2億5,520万円 80.6％

流域関連公共下水道事業 3億7,820万円 3億8,590万円 △770万円 △2.0％

水道事業会計
収 益 的 7億9,750万円 7億9,670万円 80万円 0.1％

資 本 的 2億7,200万円 8億2,480万円 △5億5,280万円 △67.0％

合　　　　　計 251億 4,690万円 250億 8,290万円 6,400万円 0.3％

５つの５つの
基本方針基本方針

■
徹
底
し
た
行
財
政
改
革

■
徹
底
し
た
現
場
主
義

■ 

選
択
と
集
中
に
よ
る
事
業
の
重
点
化

（
な
め
が
た
活
力
プ
ラ
ン
）

■
後
年
度
へ
の
負
担
転
嫁
の
回
避

■
国
の
動
向
の
的
確
な
把
握
と
対
応
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福祉・健康

　　平成22年度は緊急通報機器を20台購入する
予定であるが、機器の設置の状況は。
　　未設置者で新規 32 台、更新５台の設置で考え
ている。これで未設置者は 118 件となる。

　　生活保護の認定後、社会復帰を促すような追跡
調査等を行っているか。現在、生活保護を申請して
も受給できない現状があるので、保護世帯の状況把
握が必要なのでは。
　　受給者に対しては、常にケースワーカーが状況
を把握して、自立就労ができるよう指導を行っている。

　　安心こども支援事業費施設整備補助金とは。
　　北浦保育園と竜翔寺保育園が、園舎改築、修繕
を行うための補助金である。

　　予防接種事業の中で、インフルエンザ等の接種
率はどうなのか。
答　予防接種助成該当者のうち約 62％が接種して
おり、他市町村に比べ高い接種率である。

　　前期高齢者（65歳～ 74歳まで）交付金が、
前年度より約１億円減額になっているのはなぜか。
　　この制度は平成 20年度に創設され、本市の経営基準
が23％と全国平均12％を超えているため交付されているが、
平成20年度の過払いによって精算金が発生したためである。

　　国民健康保険で一般被保険者高額療養費が前年
度に比べ増えているが。
　　平成 21 年度に医療費が約２％伸びている。そ
の実績を踏まえ、予算を計上した。

答

問

教　育

　　教育バス運転委託料とは。
　　廃止となったコミュニティバスを、学校の事業
等に利用していくのだが、運転業務をシルバー人材
センターや業者に委託するものである。

　　教育バスの利用の範囲に部活動も入っているのか。
　　部活動は、現時点では利用の範囲に考えていな
い。自然教室、社会科体験学習、文化協会やスポー
ツ少年団などを利用の範囲として考えている。

　　中学生海外派遣研修事業、平成22年度の予定は。
　　例年500万円を計上しているが、平成22年度は、
昨年インフルエンザの関係で中止となり研修の機会を

答
問

私たちの税金は
総務・財政

　　預金利子や基金の運用をどう考えるか。
　　現在、１年定期に預金しているが、取り崩す予
定がなければ、長期の定期預金にしたいと考えてい
る。基金管理は、有利で安全であることが大前提で
あるので、国債などはよく精査をした上で考えてい
きたい。

　　霞ヶ浦境界分の地方交付税はいくらぐらいか。
　　平成 22 年度も、平成 21 年度の 3,390 万 4,000
円とほぼ同額が交付される見込みである。

　　緊急雇用創出事業は、国の創出事業に見合った
事業を行っているか。
　　趣旨に沿い行っているが、直接的ではない部分
があるので、最低限の目的達成と推測している。市
としても行政課題として取り組んでいかなければな
らない。

　　米軍再編交付金が前年度に比べ、なぜ減ってい
るのか。
　　当初予算では、道路と地区集会所の予算のみを
計上しているためである。今後どの事業を進めるか
を検討し補正予算を行い、最終的には昨年と同じ金
額の予算になる。

　　災害対策事業が約50万円であるが、災害時に
おける財政面の対策はあるのか。
　　基本的には、財政調整基金を取り崩して充てる
ことになる。災害の復興にかかる事業は起債事業と
なるが、その起債はほぼ全額交付税として次年度交
付されることになる。

答
問

失った３年生を対象に16人増員したため、800 万円を
計上した。これまでどおり２年生の対象は36人である。

　　麻生小学校施設整備事業の中の外溝工事委託料
における用地の調整と進行計画は。
　　児童の安全を考慮し、歩道の確保をするためグ
ラウンド側に拡幅して外溝設計を行う予定である。
平成 23 年度に外溝工事が完了し、平成 24 年３月に
は開校の予定である。

　　各地区運動会の代替として何を行うのか。
　　スポーツ人口を増やすようなスポーツイベント
を行う予定であるが、１箇所に集約しない。

問

答

問

答

問

答

問

答
問

答

問

答

問

答

問

答
問

答
問

答

問

答
問

どう生かされるのか?!どう生かされるのか?!

答

問

答
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建設・上下水道

私たちの税金は私たちの税金は

平成22年度行方市一般会計予算に対する附帯決議

１ 　依然として厳しい財政状況の下、平成22年度予算は
改善傾向にあることが伺える。予算執行にあたり、財政
健全化に向け、少ない経費で最大の効果を上げるよう、
なお一層の努力をすること。
２ 　観光施設管理費において、民間に管理運営を委託する
ことによって、財政効果が期待できるが、サービス低下
にならないよう指導助言すること。

以上決議する。

附帯決議とは：議決された議案に関して付けられる、施行についての
意見や要望などを表明する決議のこと。

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算
の
可
決
に

伴
い
、
予
算
の
執
行
に
当
た
る
際
の
議
会

か
ら
市
へ
の
要
望
事
項
と
し
て
、
成
嶌
議

員
か
ら
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ひとこと申す!!

附帯決議案

予算特別委員会が
平成22年度予算を斬る !!

　　高須崎公園管理委託料と借地料は妥当な金額か。
　　予算は指定管理者の収支決算等に基づいて計上
している。現在、管理方法について検討を行ってい
る実情がある。

　　北浦地区の排水計画は、地元の意向に基づいて
実施できるのか。
　　地元の意向を反映した中で決定し、事業に取り
組んでいく。

　　平成22年度の道路整備は、平成21年度に策
定した「道路整備計画」に沿っているか。
　　基本的な計画であるのでそれに沿っている。た
だし、学校の統廃合による通学路の整備は優先して
いく。

　　道路維持補修事業費の約１億800万円という
金額は財政的にどう考えているか。地元の要望も多
く、住民の生活に直接関係するので、もう少し配慮を。
　　道路維持補修は国県等の補助の対象とならず、
すべて一般財源になるが、予算措置は可能な限りの
努力をしている。

　　特定環境保全公共下水道の認可区域の工事が終
了すると、起債額はいくらになるか。
　　約 32 億円になる。

　　平成21年度に水道料金を値上げしたが、平成
22年度はどうなのか。
　　値上げしたことで、数年は黒字になる可能性が
出ているが、平成 27、8 年頃に再度の値上げが見込
まれる。

　　ごみ処理手数料の歳入が、前年度に比べ約
200万円増額となっているが、その要因は。
　　家庭系のごみ処理料金が増えているためと、昨
年の処理料金の値上げ分が反映されたためである。

　　家庭で生ごみ処理を行えば、環境美化センター
の処理経費削減につながると思うので、処理容器等
購入費補助金を増額してはどうか。
　　平成 22 年度は、市民にもっと PRを行い、生
ごみ処理容器の購入を啓発して、ごみの減量化に努
めていきたい。

　　行方農産物販売促進事業では具体的にどのよう
な取り組みを行うのか。
　　農産物のブランド化により、行方産農産物の知
名度を上げ、農業の発展及び地域の活性化を図り、
農業所得の向上につなげることを考えている。水戸
やつくば、首都圏で 60 品目以上の農産物を、試食
やチラシの配布などの PRを中心に、消費宣伝に取
り組んでいく。

　　水田農業推進対策事業補助金が前年度に比べ
減っている。転作達成率が36.1％から36.6％に
なったのに、補助金が減ったのはどういうことか。
　　前年度は国の交付金があったが、平成 22 年度
はそれが削減されたためである。また、市単独の達
成奨励金を廃止したためである。

　　白帆の湯と北浦荘を指定管理者に管理させるこ
とで財政的にどのぐらい効果があるのか。
　　人件費など、概算で約 5,000 万円の削減効果が
ある。

答
問

答

問

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

答

問

答

問

答

問

答

問

環境・農林水産・商工
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市
長
が
提
出
し
た
議
案

指
定
管
理
者
の
指
定

■
あ
そ
う
温
泉
「
白
帆
の
湯
」

・
指
定
管
理
者

　
　

 

行
方
市
玉
造
甲
１
２
３
４
番

地

　
　

 

財
団
法
人　

行
方
市
開
発
公

社

　
　

理
事
長　

伊
藤
孝
一

・
指
定
期
間

　
　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら

　
　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

■
北
浦
荘

・
指
定
管
理
者

　
　

 

行
方
市
玉
造
甲
１
２
３
４
番

地

　
　

 

財
団
法
人　

行
方
市
開
発
公

社

　
　

理
事
長　

伊
藤
孝
一

・
指
定
期
間

　
　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら

　
　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

指
定
管
理
者
に
市
開
発
公
社

指
定
管
理
者
に
市
開
発
公
社

あ
そ
う
温
泉
「
白
帆
の
湯
」・
北
浦
荘

あ
そ
う
温
泉
「
白
帆
の
湯
」・
北
浦
荘

条　

例

■
陶
芸
室
条
例

　

生
涯
学
習
の
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
陶
芸
室
を
設
置

す
る
た
め
、
新
た
に
制
定
し
ま
し

た
。

　

陶
芸
室
は
玉
造
給
食
セ
ン
タ
ー

跡
地
を
活
用
し
ま
す
。

■
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
条
例

　

農
業
者
や
子
供
た
ち
を
は
じ
め

と
す
る
幅
広
い
市
民
や
市
内
外
の

消
費
者
が
集
い
、
農
業
に
関
す
る

研
究
、
意
見
交
換
、
体
験
、
学
習

等
を
行
う
た
め
の
場
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
本
市
の
農
業
振
興
の

拠
点
と
す
る
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
た
め
、
新
た
に
制
定

し
ま
し
た
。 新

た
に
制
定

農業振興センター

■
森
林
公
園
条
例

　

手
賀
小
座
山
地
内
に
、
生
活
環

境
の
保
全
と
市
民
の
健
康
・
福
祉

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

森
林
公
園「
手
賀
ふ
れ
あ
い
の
森
」

を
設
置
す
る
た
め
、
新
た
に
制
定

し
ま
し
た
。

■
社
会
体
育
施
設
条
例

　

麻
生
運
動
場
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
が
麻
生
地
区
統
合
中
学
校
建
設

用
地
の
一
部
と
な
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
廃
止
す

る
た
め
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条

例
　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
を

ひ
と
り
親
医
療
福
祉
費
対
象
者
と

し
て
認
定
す
る
と
と
も
に
、
肝
臓

機
能
障
害
の
方
を
重
度
心
身
障
害

者
等
に
認
定
す
る
た
め
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

■
公
共
施
設
の
暴
力
団
等
排
除
に

関
す
る
条
例

　

対
象
と
な
る
公
共
施
設
と
し

て
、
玉
造
老
人
い
こ
い
の
家
を
廃

止
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
陶
芸

室
、
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
森
林

公
園
を
加
え
る
た
め
の
改
正
を
行

い
ま
し
た
。 一

部
を
改
正

→
あ
そ
う
温
泉
「
白
帆
の
湯
」

→
北
浦
荘
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● 今期定例会で補正された平成 21年度予算 ●
会計別 補正額 主な内容 総　額

一 　 般
5億 7,858万
1,000円増額

・安全･安心な学校づくり交付金　小学校 /2億 4,896万 2,000円
・公共施設整備基金繰入金 /6,290万円
・減債基金繰入金 /8,600万円
・麻生小学校施設整備事業債 /1億 9,950万円
・国民健康保険繰出金 /4,039万円
・地域活性化・きめ細かな臨時交付金 /1億 8,568万 4,000円
・障害者福祉サービス事業 /1,765万 1,000円
・地域介護・福祉空間整備事業 /1,255万 5,000円
・麻生小学校施設整備事業 /5億 880万 5,000円
・玉造中学校施設整備事業 /△ 3,904万 5,000円
・水道整備事業 /2,000万円※
・水産施設（漁港・舟溜）改修事業 /1,200万円※
・道路改良舗装事業 /8,000万円※
・旧畑家住宅（麻生藩家老屋敷）茅屋根修繕事業 /3,316万6,000円※

162億 1,079万
5,000円

特　

別

国民健康保険
4,648万
3,000円増額

・一般被保険者療養給付費 /9,900万円
・老人保健医療費拠出金 /△ 3,331万 3,000円

51億 4,086万
4,000円

老 人 保 健
532万
5,000円増額

・予備費 /1,138万 4,000円
1,871万
3,000円

介 護 保 険
1億 8,420万
8,000円減額

・介護サービス等諸費 /1億 6,022万 4,000円
・介護給付費準備基金積立金 /△ 3,592万 9,000円

27億 102万
3,000円

後 期 高 齢
者 医 療

4,324万
3,000円減額

・後期高齢者医療広域連合納付金 /△ 4,335万 8,000円
2億 7,656万
1,000円

特定環境保全公
共下水道事業

2,384万
1,000円増額

・浄化施設修繕事業 /2,384万 1,000円※
3億4,132万
4,000円

流域関連公共
下 水 道 事 業

84万
5,000円減額

・流域下水道整備事業 /△ 86万 5,000円
3億 8,537万
8,000円

水 道 事 業
２５１万
1,000円増額

・施設整備費 /2,000万円※
資本的：8億
7,897万8,000円

■
北
浦
荘
条
例

　

北
浦
荘
が
、
観
光
の
振
興
及
び

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
図
る
と
と

も
に
、
年
末
年
始
を
開
館
す
る
た

め
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
あ
そ
う
温
泉「
白
帆
の
湯
」条
例

　

白
帆
の
湯
が
、
観
光
の
振
興
及

び
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
図
る
た

め
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例

　

次
の
と
お
り
改
正
し
ま
し
た
。

・
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
長
の
廃
止

・ 

子
育
て
支
援
事
業
指
導
員
（
報

酬
：
９
８
０
円
／
時
間
）、
子
育

て
支
援
事
業
補
助
指
導
員
（
報

酬
：
８
１
０
円
／
時
間
）
の
設
置

・ 

更
正
決
定
、
繰
上
げ
補
充
又
は

無
投
票
に
な
っ
た
と
き
の
選
挙

長
及
び
選
挙
立
会
人
の
報
酬
の

減
額

・ 

外
国
語
指
導
助
手
に
住
民
税
等

が
課
さ
れ
る
場
合
の
報
酬
月
額

の
調
整

■
児
童
公
園
条
例

　

遊
具
等
の
老
朽
化
に
伴
い
、
西

蓮
寺
、
若
海
、
捻
木
、
舟
津
、
新

宿
、
沖
洲
、
泉
、
高
須
、
芹
沢
及

び
上
山
児
童
公
園
を
廃
止
す
る
た

め
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
麻
生
衛
生
セ
ン
タ
ー
条
例

　

麻
生
衛
生
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

会
を
設
置
す
る
た
め
の
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

■
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例

　

北
浦
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
に

伴
う
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
幹
線
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

（
以
下
「
循
環
バ
ス
」）
の
運
行
に

関
す
る
条
例

　

循
環
バ
ス
「
ふ
れ
あ
い
号
」
の

利
用
者
が
少
な
く
、
投
資
効
果
が

低
く
、
全
線
を
廃
止
す
る
た
め
、

こ
の
条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

■
玉
造
老
人
い
こ
い
の
家
条
例

　

施
設
の
老
朽
化
等
に
伴
い
、
玉

造
老
人
い
こ
い
の
家
の
運
営
を
廃

止
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
廃
止

し
ま
し
た
。

■
北
浦
衛
生
セ
ン
タ
ー
条
例

　

施
設
の
老
朽
化
等
に
伴
い
、
北

浦
衛
生
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
す
る
た

め
、こ
の
条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

廃　

止

※ 

す
べ
て
平
成
22
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
廃
止

主な内容の中で「※」の付いているものは、「地域活性化・きめ細かな臨時交付金」を活用します
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■
路
線
の
廃
止

　

未
使
用
な
ど
の
理
由
か
ら
、
芹

沢
地
内
の
市
道
２
路
線
を
廃
止
し

ま
し
た
。

そ
の
他

■公平委員
　五

い そ

十野
の

芳
よし

男
お

（小貫361番地５）
　　 平成 22 年３月 31 日で五十野氏
が任期満了になるため、引き続
き同氏を選任。

人事案件に答申・同意

市
長
が
提
出
し
た
議
案

契　

約

観
光
物
産
館
「
こ
い
こ
い
」

観
光
物
産
館
「
こ
い
こ
い
」

指
定
管
理
者
に
玉
造
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
に
玉
造
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

■人権擁護委員
　瀧
たきさき

崎美
よし

子
こ

（玉造甲227番地）
　関

せきかわ

川　仁
ひとし

（小牧301番地１）
　　 平成 22 年６月 30 日で、箕輪次夫氏、

瀧崎氏が任期満了になるため、引き
続き瀧崎氏を、また新たに関川氏を
推薦することに適任であると答申。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

・
目 　

的　

玉
造
中
学
校
講
堂
防

音
改
築
工
事
（
建
築
工
事
）

・
方　

法　

一
般
競
争
入
札

・
金　

額　

４
億
５
，
６
６
４
万

　
　

５
，
０
０
０
円

・
相
手
方

　
　

 

茨
城
県
行
方
市
小
高
２
１
９

番
地
の
１　

　
　

松
沢
建
設　

株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

松
沢
弘
美

・
工 　

期　

議
決
日
（
平
成
22
年

１
月
28
日
）
の
翌
日
か
ら
平

成
23
年
１
月
31
日
ま
で

　

平
成
22
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
１
月
28
日
に
１
日
間
の

会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
専
決
処
分
の
報
告
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

条
例
の
改
正
案
、
契
約
案
、
平
成
21
年
度
補
正
予
算
案
な

ど
５
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
報
告

■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解
す

る
こ
と
に
つ
い
て

　

市
職
員
が
市
有
地
の
草
刈
り
作

業
中
に
刈
払
機
で
石
を
跳
ね
、
私

有
地
に
駐
車
し
て
あ
っ
た
車
両
の

破
損
事
故
に
つ
い
て
、
損
害
賠
償

の
額
を
11
万
２
，
５
６
０
円
と
定

め
、
和
解
し
た
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

条　

例

■
あ
そ
う
温
泉
「
白
帆
の
湯
」
条

例
の
一
部
改
正

　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る

た
め
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

補
正
予
算

■
平
成
21
年
度
一
般
会
計

　

学
校
情
報
通
信
技
術
環
境
整

備
事
業
補
助
金
や
経
済
対
策
交

付
金
関
係
に
よ
り
９
２
６
万
１
，

０
０
０
円
の
増
額

■
平
成
21
年
度
水
道
事
業
会
計

　

経
済
対
策
交
付
金
の
追
加
に
よ

り
資
本
的
収
入
３
０
０
万
円
の
増

額
指
定
管
理
者
の
指
定

■
観
光
物
産
館
「
こ
い
こ
い
」

・
指
定
管
理
者

　
　

 

行
方
市
玉
造
甲
１
４
５
１
番

地
１

　
　

 

株
式
会
社　

玉
造
観
光
物
産

セ
ン
タ
ー

　
　

代
表
取
締
役　

風
間
忠
男

・
指 

定
期
間　

平
成
22
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日

ま
で

請負契約請負契約をを締結締結
玉造中学校講堂防音改築工事

４億5,664万5,000円

第１回第１回
　臨時会　臨時会

玉造中学校講堂模型

講堂部分



No.19
行方市 議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより9

北浦荘を「観光交流施設」に北浦荘を「観光交流施設」に

　

総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
は
２
件
。
３
月
17
・
18
日
に
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
17
日
に
は
、

参
考
人
と
し
て
開
発
公
社
事
務
局

長
に
出
席
を
求
め
、
そ
の
意
見
を

聞
き
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
い

ず
れ
も
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。
審
議
の
内
容
を
要
約

し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■
あ
そ
う
温
泉
「
白
帆
の
湯
」
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　　
　

な
ぜ
非
公
募
な
の
か
。

　
　

国
の
重
点
分
野
雇
用
創
出
事

業
に
よ
る
交
付
金
を
財
源
と
し
て

活
用
す
る
に
は
、
公
募
を
す
る
た

め
の
十
分
な
期
間
が
な
い
た
め
で

あ
る
。
ま
た
、
開
発
公
社
は
す
で

に
霞
ヶ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
や
高

須
崎
公
園
等
で
の
指
定
管
理
者
と

し
て
の
実
績
が
あ
る
た
め
、
当
社

を
選
定
し
た
。

　

今
回
は
や
む
を
得
ず
非
公
募
と

し
た
が
、
今
後
は
原
則
と
し
て
、

非
公
募
は
あ
り
得
な
い
。

　
　

開
発
公
社
の
経
営
実
態
、
組

織
体
制
が
不
明
瞭
で
あ
る
。
良
い

点
ば
か
り
を
見
な
い
で
、
も
っ
と
精

査
し
て
か
ら
選
定
す
る
べ
き
で
は
。

　
　

市
は
開
発
公
社
の
指
導
機
関

で
あ
る
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
等

の
問
題
が
起
き
な
い
よ
う
、
経
営

改
善
の
方
針
な
ど
を
出
し
て
い
く
。

　
　

指
定
決
定
後
、
時
間
的
余
裕

が
な
い
中
、
開
発
公
社
の
運
営
経

理
上
に
問
題
は
生
じ
な
い
の
か
。

　
　

人
件
費
や
燃
料
費
は
、
常
日

頃
計
算
し
て
い
る
の
で
問
題
は
な

い
。
入
館
料
を
増
や
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
計
画
を

練
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

開
発
公
社
で
は
、
こ
の
指
定

に
か
か
る
理
事
会
を
開
催
せ
ず
指

定
管
理
者
と
な
っ
て
問
題
は
な
い

の
か
。

　
　

選
定
に
至
る
ま
で
の
期
間
が

な
か
っ
た
等
の
理
由
か
ら
理
事
会

の
決
定
を
得
て
い
な
い
が
、
開
発

公
社
改
善
案
等
で
、
指
定
管
理
者

に
は
積
極
的
に
応
募
す
る
よ
う
方

針
が
出
て
い
る
の
で
承
認
さ
れ
な

い
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

■
北
浦
荘
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

　　
　

指
定
管
理
者
に
、
北
浦
荘
の

ど
の
部
分
を
「
観
光
交
流
施
設
」

と
し
て
任
せ
る
の
か
。

　
　

風
呂
の
部
分
を
任
せ
る
。
観

光
交
流
施
設
と
し
て
、
白
帆
の
湯

と
一
体
的
に
管
理
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
る
。

　
　
「
観
光
交
流
施
設
」
と
い
う

な
ら
、
宿
泊
部
分
を
復
活
さ
せ
る

考
え
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
施
設

の
耐
用
年
数
が
５
、６
年
と
い
う

中
、
な
ぜ
「
観
光
事
業
」
と
し

て
指
定
管
理
者
の
指
定
を
行
う
の

か
。

　
　

宿
泊
施
設
部
分
は
老
朽
化
し

て
お
り
、
耐
震
化
も
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
そ
の
部
分
を
復
活
さ
せ

る
考
え
は
な
い
。

　

ま
た
、
民
間
で
で
き
る
も
の
は

民
間
で
行
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う

考
え
が
あ
る
。
北
浦
荘
は
地
域
の

利
用
も
多
く
、
一
定
の
設
備
投
資

を
し
て
、
使
用
で
き
る
間
は
使
用

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

指
定
管
理
者
の
指
定

問答

問答 問答問答

問答問答

総 務
委 員 会

教 育 厚 生
委 員 会

■
北
浦
荘
条
例
の
一
部
改
正

　
　

な
ぜ
条
例
中
に
「
観
光
交
流
」
と
い
う
文
言
を
加
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
こ
れ
ま
で
の
設
置
目
的
で
あ

る
「
健
康
増
進
」
と
「
観
光
交
流
」
で
は
、
明
確
な
違
い

が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
と
当
面
の
間
運
営
上
に
も
変
わ
り
が

な
い
の
な
ら
、
何
の
た
め
の
条
例
改
正
な
の
か
。

　
　

新
た
に
「
観
光
交
流
施
設
」
と
し
て
具
体
的
に
位
置

づ
け
る
こ
と
で
、
北
浦
荘
を
本
市
の
こ
れ
か
ら
の
観
光
振

興
に
役
立
て
て
い
く
た
め
で
あ
る
。

　

ま
た
、
す
で
に
観
光
交
流
施
設
で
あ
る
白
帆
の
湯
と
一

体
的
に
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
で
、
経
費
を
削
減
す
る
た

め
で
あ
る
。

　
　

国
の
緊
急
雇
用
対
策
の
関
係
で
、
条
文
中
に
「
観
光

交
流
施
設
」
と
い
う
文
言
が
な
い
と
、
交
付
金
が
交
付
さ

れ
な
い
た
め
改
正
す
る
の
で
は
な
い
の
か
。

　
　

文
言
が
な
く
て
も
、
交
付
金
は
交
付
さ
れ
る
と
聞
い

て
い
る
。
北
浦
荘
と
白
帆
の
湯
の
一
体
性
を
と
る
た
め
で

あ
る
。

　
　

条
例
を
改
正
す
る
こ
と
で
市
及
び
市
民
に
損
害
が
生

じ
る
こ
と
は
な
い
か
。

　
　

損
害
は
予
想
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
効
果
が
あ
る
と

考
え
る
。

　

教
育
厚
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
は
１
件
。

３
月
５
日
に
審
査
を
行
い
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。
審
議
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し

ま
す
。

徹
底
審
査
!!
委
員
会

問答問答問答

財
源
と
時
間
の
た
め

財
源
と
時
間
の
た
め
?!?!  

な
ぜ
非
公
募

な
ぜ
非
公
募
?!?!
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髙橋　正信 議員

ここが
聞きたい！
ここが

聞きたい！
ここが

聞きたい！

問
質
般
一

登
壇
順
に
、
質
問
と

答
弁
を
要
約
し
て
一

部
掲
載
し
ま
す
。

助
や
福
祉
用
具
貸
与
等
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
特
別

給
付
は
、
要
介
護
認
定
者
へ

の
紙
お
む
つ
の
補
助
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
　

特
定
高
齢
者
把
握
事
業

の
推
進
状
況
と
課
題
点
は
。

　
　

保
健
福
祉
部
長　

特
定

高
齢
者
事
業
は
、
健
診
等
25

項
目
の
生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
よ
り
、
要
支
援
・

要
介
護
に
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
特
定
高
齢
者
を
把
握
す
る

事
業
で
す
。
特
定
高
齢
者
と

し
て
把
握
さ
れ
た
方
に
は
、

通
所
型
の
介
護
予
防
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教

室
は
、
３
カ
月
で
12
回
を
玉

造
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
参
加
者
が
対

象
者
の
２
％
と
少
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
支
援
事

業
と
し
て
、
は
つ
ら
つ
教
室

を
開
催
し
、３
カ
月
終
了
後
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
が
で

き
る
よ
う
、
そ
の
拠
点
づ
く

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。現
在
、

16
箇
所
の
拠
点
が
で
き
、
こ

れ
を
支
え
る
シ
ル
バ
ー
リ
ハ

ビ
リ
体
操
指
導
士
を
養
成
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
68
名
で

す
が
、
２
年
後
は
１
０
０
名

を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
　

介
護
家
族
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
に
対

す
る
取
り
組
み
は
。

　
　

保
健
福
祉
部
長　

家
族

介
護
の
負
担
軽
減
と
し
て
、

答 問

つ
訪
問
相
談
等
に
も
っ
と
力

を
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
う
が
。

　
　

市
長　

現
状
は
本
当
に

目
に
余
る
よ
う
な
状
況
が
た

く
さ
ん
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

「
こ
の
ま
ま
我
々
は
じ
じ
ば

ば
と
一
緒
に
心
中
す
る
し
か

な
い
」
と
い
う
切
実
な
言
葉

を
、
私
は
何
回
も
聞
い
て
い

ま
す
。
市
と
し
て
も
こ
の
問

題
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
検
討

し
な
が
ら
、
人
数
な
ど
を
き

ち
ん
と
把
握
し
、
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
中
で
も
対
応
策

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

自
治
体
で
一
定
程
度
の

緊
急
時
の
受
け
入
れ
病
床
を

確
保
で
き
な
い
も
の
か
。
在

宅
介
護
の
現
場
が
非
常
に
深

刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ

と
へ
の
対
応
で
す
。

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
　

ど
の
よ
う
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
将
来
像
を
持
っ
て
い

る
の
か
。

　
　

市
長　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、
要

介
護
者
の
機
能
低
下
を
防
ぐ

各
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
も

と
よ
り
、
特
に
要
介
護
に
な

ら
な
い
た
め
の
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
重
要
性
を

啓
発
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
数
年
後
に
は
、
高
齢
者

の
仲
間
入
り
を
す
る
団
塊
の

世
代
と
の
連
携
に
よ
り
、
地

域
で
高
齢
者
が
高
齢
者
を
支

え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を
築

き
上
げ
、
高
齢
者
の
積
極
的

な
社
会
参
加
を
促
す
こ
と
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

①
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
の
利
用
に
よ
る
家

族
の
身
体
的
精
神
的
負
担
の

軽
減
、
②
介
護
者
家
族
の
集

い
を
開
催
し
、
介
護
者
の
孤

立
化
を
防
ぎ
、
精
神
的
負
担

の
軽
減
、
③
家
族
介
護
者
教

室
を
行
い
、
適
切
な
介
護
知

識
、
介
護
技
術
等
を
習
得
さ

せ
、
身
体
的
精
神
的
負
担
の

軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
介
護
者
に
も
元
気
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

在
宅
介
護
の
家
庭
の
中

に
は
介
護
う
つ
や
高
齢
者
虐

待
が
起
き
た
り
、
ま
た
、
老

老
介
護
世
帯
が
介
護
世
帯
の

半
数
を
超
え
て
い
る
と
い
う

現
状
が
あ
る
。
本
市
は
ど
う

い
う
状
況
か
。

　
　

保
健
福
祉
部
長　

老
老

介
護
等
の
実
態
ま
で
詳
し
く

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

状
況
掌
握
は
必
然
だ
と

思
う
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

い
て
い
い
と
い
う
問
題
で
は

な
い
。
そ
こ
で
、
い
ろ
い
ろ
掌

握
す
る
意
味
で
も
、
在
宅
介

護
者
に
か
か
わ
り
合
い
を
持

問問

問

答

答

　
　

介
護
認
定
区
分
ご
と
の

人
数
と
そ
の
支
援
策
は
。

　
　

保
健
福
祉
部
長　

介
護

認
定
区
分
は
、
要
支
援
が
２

段
階
、
要
介
護
が
５
段
階
に

区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
区
分

ご
と
の
人
数
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。

　

支
援
策
と
し
て
は
、
介
護

認
定
者
が
利
用
し
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
用
に
対
す
る
保

険
給
付
と
特
別
給
付
を
実
施

し
て
い
ま
す
。保
険
給
付
は
、

訪
問
介
護
や
通
所
介
護
、
各

施
設
に
入
所
を
し
て
受
け
て

い
る
介
護
費
用
に
対
す
る
給

付
と
、
認
定
者
の
居
住
環
境

を
整
備
す
る
住
宅
改
修
の
補

介
護
支
援
の
現
状
に
つ

い
て

問答

Ｑ 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
将
来
像
は

Ａ  

要
介
護
に
な
ら
な
い
た
め
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
重
要
性
を
啓
発
し
た
い

問

　
　

市
長　

公
共

施
設
を
再
利
用
し

な
が
ら
、
緊
急
時

の
施
設
を
立
ち
上

げ
る
の
も
重
要
か

と
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
皆
さ
ん
と

検
討
し
な
が
ら
、

積
極
的
に
進
め
て

答

問答

答

別表：介護認定区分とその人数

平成22年1月末 平成12年度（介護保
険制度スタート）末

人　　　　　口 38,185 41,332 
第１号（65歳以上
の方）被保険者数 10,505 9,819 

要介護認定者数 1,634 695 

内
訳

要支援１ 112 
34 

要支援２ 190 
小　　計 302 34 
要介護１ 216 115 
要介護２ 357 143 
要介護３ 316 163 
要介護４ 238 139 
要介護５ 205 101 
小　　計 1,332 661 

（単位：人）
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民
館
が
平
成
５
年
、
太
田
地

区
館
が
昭
和
59
年
、
西
浦
地

区
学
習
セ
ン
タ
ー
が
平
成
９

年
、
小
高
地
区
館
が
昭
和
58

年
、
繁
昌
地
区
学
習
セ
ン

タ
ー
が
昭
和
61
年
、
小
貫
地

区
学
習
セ
ン
タ
ー
が
昭
和
60

年
、
八
木
蒔
地
区
学
習
セ
ン

タ
ー
が
昭
和
57
年
で
す
。
耐

震
改
修
等
の
予
定
施
設
は
２

施
設
で
、
玉
造
公
民
館
が
昭

和
46
年
、
大
和
地
区
館
が
昭

和
42
年
で
す
。

　

耐
震
診
断
等
が
必
要
な
施

設
に
は
、
津
澄
地
区
館
、
要

地
区
館
、
武
田
地
区
館
、
羽

生
地
区
館
、玉
造
西
地
区
館
、

現
原
地
区
館
、玉
川
地
区
館
、

手
賀
地
区
館
が
あ
り
、
今
後

の
利
活
用
等
も
含
め
て
現
在

調
整
中
で
す
。

　
　

市
長　

各
地
区
館
は
、

社
会
教
育
施
設
と
し
て
市
民

の
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
い

る
と
と
も
に
、
選
挙
の
投
票

所
、
ま
た
災
害
時
の
避
難
場

所
と
し
て
指
定
し
て
お
り
、

今
後
も
同
様
に
利
用
し
て
い

き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら

の
施
設
の
中
に
は
耐
震
診
断

や
耐
震
改
修
を
必
要
と
す
る

施
設
も
あ
る
こ
と
や
、
学
校

等
適
正
配
置
実
施
計
画
の
進

行
に
合
わ
せ
て
、
市
全
体
と

し
て
の
公
共
施
設
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
段
階
に
来
て
い

ま
す
。

　

昨
年
開
催
し
た
学
校
跡
地

利
用
計
画
の
検
討
に
係
る
調

整
会
議
の
中
で
、
平
成
22
年

度
に
は
不
動
産
評
価
運
用
等

審
議
会
等
へ
事
務
を
移
す
予

　

ま
た
、「
水
田
利
活
用
自

給
力
向
上
事
業
」
は
、
米
の

生
産
調
整
に
全
面
的
に
参
加

し
な
い
農
家
も
交
付
対
象
と

す
る
こ
と
か
ら
、
転
作
作
物

の
段
階
的
な
拡
大
が
進
む
と

考
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
米

需
給
引
き
締
め
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
　

経
済
部
長　

市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
を
守
り
育

て
て
い
く
た
め
に
も
、
国
の

農
業
政
策
に
沿
っ
た
対
応
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

平
成
21
年
度
は
市
の
職

員
か
ら
も
、
達
成
率
１
０
０

％
に
近
い
協
力
を
得
た
そ
う

だ
が
、
平
成
22
年
度
は
ど
う

進
め
て
い
く
の
か
。

　
　

市
長　

達
成
率
が
１
０

０
％
と
な
る
よ
う
に
、
平
成

21
年
度
と
同
様
、
協
力
を
お

願
い
し
て
い
き
ま
す
。

ま
す
。
ま
た
、
農
業
者
に
対

す
る
説
明
会
を
20
会
場
で
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　
　

新
制
度
発
足
に
伴
う
考

え
方
は
。

　
　

市
長　

平
成
22
年
度
か

ら
、
２
つ
の
事
業
を
柱
と
す

る
戸
別
所
得
補
償
制
度
モ
デ

ル
対
策
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
「
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ

ル
事
業
」
は
、
こ
れ
ま
で
生

産
調
整
に
参
加
し
な
か
っ
た

農
業
者
を
引
き
寄
せ
る
メ

リ
ッ
ト
措
置
に
な
り
ま
す
。

　
　

平
成
21
年
度
の
実
績
と

平
成
22
年
度
の
考
え
方
は
。

　
　

市
長　

平
成
21
年
度
の

実
績
は
、
平
成
21
年
２
月
に

水
田
農
業
推
進
協
議
会
を
開

催
し
、
水
田
農
業
構
造
改
革

対
策
の
方
策
を
確
認
し
ま
し

た
。
農
業
者
に
対
す
る
説
明

会
を
48
会
場
、
ま
た
市
職
員

に
対
す
る
説
明
会
を
３
会
場

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
転
作

実
績
は
、
配
分
面
積
１
，
２

０
４
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対

し
、
実
施
面
積
は
１
，
０
２

２
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
達
成

率
は
84
・
２
％
で
す
。

　

平
成
22
年
度
の
考
え
方

は
、
本
年
２
月
に
水
田
農
業

推
進
協
議
会
を
開
催
し
、
個

別
所
得
補
償
制
度
モ
デ
ル

対
策
の
取
り
組
み
等
が
承

認
さ
れ
、
配
分
面
積
は
１
，

２
３
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
配
分

率
は
36
・
６
％
と
な
っ
て
い

Ｑ 

普
通
財
産
の
利
活
用
を
ど
う
考
え
る

Ａ  

市
の
計
画
や
地
元
の
要
望
等
を
踏
ま
え
、
市
民
の

財
産
で
あ
る
市
有
地
は
慎
重
に
対
処
し
た
い

小林　　久 議員

公
有
財
産
に
つ
い
て

　
　

普
通
財
産
に
対
す
る
利

活
用
の
考
え
方
は
。

　
　

市
長　

普
通
財
産
の
取

り
扱
い
は
、
利
活
用
の
見
込

み
の
有
無
と
処
分
の
可
否

を
、
不
動
産
評
価
運
用
等
審

議
会
で
審
議
し
て
い
ま
す
。

　

利
活
用
の
見
込
み
の
な
い

普
通
財
産
は
、
行
政
改
革
大

綱
に
基
づ
き
、
そ
の
処
分
に

努
力
し
て
い
ま
す
が
、
処
分

対
象
と
決
定
し
た
と
き
に

は
、
地
価
動
向
等
を
勘
案
し

な
が
ら
、
普
通
財
産
売
払
事

務
取
扱
要
綱
及
び
そ
の
他
関

係
法
令
等
の
規
定
に
基
づ
く

処
分
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　

な
お
、
地
目
が
山
林
、
原

野
等
の
市
有
地
は
、
売
却
価

格
や
環
境
保
全
等
を
考
慮
す

る
と
、
積
極
的
な
売
却
の
対

象
に
は
し
づ
ら
い
と
思
い
ま

す
。

水
田
農
業
構
造
改
革
対

策
に
つ
い
て

答 問

問答

問答

問 答答
　
　

利
用
に
対
す
る
考
え
方

及
び
老
朽
化
し
た
建
物
に
対

す
る
考
え
方
は
。

各
地
区
の
公
民
館
に
つ

い
て

問

定
で
進
ん
で
い
ま

す
の
で
、
今
後
の

利
活
用
は
、
そ
の

中
で
総
合
的
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

教
育
次
長　

公
民
館
、
地
区
館

が
現
在
市
内
に
24

施
設
あ
る
中
、
耐

震
性
の
あ
る
施
設

は
７
施
設
で
、
建

築
年
は
、
北
浦
公

答答

耐震診断等が必要である要地区館
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公
債
費
比
率
や
経
常
収
支
比

率
は
数
値
が
改
善
さ
れ
て
お

り
、
今
後
も
健
全
化
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
財
政
調
整
基
金
と
減

債
基
金
の
合
計
で
平
成
21
年

度
末
に
12
億
１
，
７
０
０
万

円
で
、
財
政
健
全
化
３
つ
の

う
ち
１
つ
が
ク
リ
ア
で
き
た

と
考
え
ま
す
。

　

事
務
事
業
に
充
て
る
一
般

財
源
の
配
分
基
準
額
を
前
年

度
予
算
額
の
ゼ
ロ
シ
ー
リ
ン

グ
額
と
し
、
重
要
か
つ
実
効

性
の
高
い
事
業
を
活
力
プ
ラ

ン
に
位
置
づ
け
、
財
源
は
合

併
特
例
債
、
公
共
施
設
整
備

基
金
、
各
種
交
付
金
、
補
助

金
を
入
れ
建
設
事
業
を
中
心

に
配
分
し
、
予
算
を
編
成
し

ま
し
た
。

　
　

行
政
の
無
駄
を
省
き
、

効
率
的
な
行
政
運
営
と
の
こ

と
だ
が
、
ど
こ
に
無
駄
が
あ

る
の
か
。

　
　

市
長　

指
定
管
理
者
制

Ｑ 

平
成
22
年
度
予
算
の
最
重
要
課
題
は

Ａ  

施
設
の
統
廃
合
に
よ
り
事
業
の
選
択
と
集
中
を
図

る
な
ど
の
「
行
財
政
改
革
」
で
あ
る

塙　　　仁 議員

平
成
22
年
度
予
算
と
事
業

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

平
成
22
年
度
予
算
で
、

何
に
力
を
入
れ
、
自
分
自
身

の
思
い
が
反
映
さ
れ
て
い
る

か
。
新
規
事
業
は
ど
う
枠
配

分
を
し
た
か
。
こ
れ
ま
で
は

枠
配
分
で
も
行
財
政
改
革
を

進
め
、
基
金
積
み
増
し
や
借

金
を
減
ら
す
な
ど
し
、
市
民

に
我
慢
を
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
の
も
の
で
あ
る
。
将
来

的
な
財
政
再
建
は
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
予
算
で

の
反
映
を
伺
う
。

　
　

市
長　

各
施
策
を
行
う

に
は
行
財
政
改
革
が
必
要
で

あ
り
、
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
を
は
じ
め
、
各
施
設
の

廃
止
等
を
行
う
予
定
で
市
政

運
営
の
軽
減
化
を
し
、
統
廃

合
に
よ
り
事
業
の
選
択
と
集

中
を
図
り
ま
す
。

　
　

財
政
課
長　

財
政
健
全

化
目
標
数
値
が
あ
り
、
実
質

答 問

問答

度
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
人

件
費
な
ど
経
費
面
で
浮
く
も

の
と
考
え
ま
す
。
各
事
務
事

業
も
行
政
改
革
推
進
室
で
検

討
し
、
補
助
金
も
内
容
を
精

査
し
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

総
務
部
長　

行
財
政
改

革
、
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン

等
を
崩
さ
ぬ
よ
う
、
事
務
事

業
で
自
分
た
ち
の
行
っ
た
仕

事
を
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
反
映

し
て
い
る
か
評
価
を
行
い
予

算
編
成
に
当
た
り
ま
し
た
。

　
　

現
在
の
３
庁
舎
に
お
け

る
事
務
的
な
も
の
で
、
職
員

の
定
数
等
を
含
め
て
の
効
率

性
は
。
職
員
を
減
ら
し
人
件

費
を
削
減
す
る
こ
と
で
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い

か
。

　
　

市
長　

１
庁
舎
集
中
が

効
率
的
で
あ
る
が
、
３
庁
舎

で
も
行
財
政
改
革
を
進
め
、

事
務
事
業
の
見
直
し
を
図
り

経
費
削
減
を
探
り
な
が
ら

サ
ー
ビ
ス
低
下
が
絶
対
な
い

よ
う
に
し
、
ど
の
庁
舎
も
同

じ
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。
な
お
一

層
住
民
の
声
を
取
り
入
れ
、

理
解
で
き
る
よ
う
に
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　

学
校
等
適
正
配
置
で
、

麻
生
・
玉
造
は
計
画
ど
お
り

進
ん
で
い
る
が
、
北
浦
地
区

は
煮
詰
ま
っ
て
お
ら
ず
、
将

来
20
人
程
度
の
児
童
数
と
な

る
学
校
も
あ
る
た
め
、
説
明

を
し
な
が
ら
理
解
を
い
た
だ

き
、
早
期
適
正
配
置
を
成
し

遂
げ
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど

う
か
。

　
　

市
長　

総
論
は
賛
成

で
、
統
廃
合
は
地
域
住
民
の

み
な
さ
ん
は
納
得
し
て
い
ま

す
。
各
論
に
お
い
て
反
対
も

あ
り
ま
す
が
順
序
を
追
っ
て

体
制
づ
く
り
を
し
ま
す
。

　
　

生
活
環
境
整
備
で
の
生

活
道
路
等
に
地
区
格
差
が
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
予

算
に
お
い
て
格
差
を
な
く
し

公
平
・
公
正
で
平
等
に
す
る

道
路
政
策
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。
前
政
権
は
３
地
区
の

中
で
狭
隘
道
路
が
多
く
整
備

が
遅
れ
て
い
る
麻
生
地
区
を

重
点
的
に
進
め
た
と
思
う

が
、
今
予
算
で
は
ど
の
よ
う

か
。

　
　

市
長　

予
算
は
私
な
り

に
反
映
さ
せ
た
つ
も
り
で
あ

り
、
地
域
住
民
の
要
望
に
こ

た
え
る
配
分
を
し
ま
し
た
。

　
　

下
水
道
問
題
で
は
、
麻

生
・
玉
造
地
区
は
各
公
共
下

水
道
事
業
を
行
っ
て
い
る

が
、
下
水
道
事
業
は
財
政
を

圧
迫
す
る
仕
事
で
財
政
破
綻

を
ま
ね
く
恐
れ
が
あ
る
。

　

北
浦
地
区
は
ま
だ
整
備
が

手
つ
か
ず
の
中
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
で
の
下
水
道
を
ど
う
考

え
る
の
か
。

　
　

市
長　

北
浦
地
区
生
活

　
　

基
幹
産
業
は
農
業
、
そ

し
て
商
工
業
の
発
展
や
市
街

地
の
再
生
を
進
め
、
霞
ヶ
浦

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
、
白
帆
の

湯
、
北
浦
荘
付
近
の
均
衡
あ

る
発
展
が
で
き
る
よ
う
進
め

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
小

さ
い
市
で
は
難
し
い
と
こ
ろ

が
あ
る
。
ま
た
北
浦
荘
を
観

光
施
設
と
す
る
に
は
無
理
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

市
長　

茨
城
空
港
が
開

港
さ
れ
交
流
人
口
が
ふ
え
る

こ
と
で
経
済
効
果
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
観
光
事
業
は

霞
ヶ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
、

白
帆
の
湯
、
北
浦
荘
付
近
の

３
地
点
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

結
び
多
く
の
人
に
訪
れ
て
い

た
だ
く
よ
う
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

答

排
水
事
業
検
討
協

議
会
が
立
ち
上
が

り
、
そ
の
中
で
方

向
性
を
決
め
、
そ

の
方
向
性
に
沿
っ

て
市
も
検
討
を
行

い
、
地
元
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
方

針
を
決
め
て
い
き

ま
す
。

問 答答

問答問

問 答

問

答

答

霞ヶ浦ふれあいランド付近
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平
成
22
年
１
月
７
日
執

行
の
一
般
競
争
入
札
の
玉
造

中
学
校
講
堂
防
音
改
築
工
事

を
踏
ま
え
、
入
札
の
最
低
制

限
価
格
の
導
入
の
趣
旨
と
成

果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

市
長　

最
低
制
限
価
格

を
設
け
た
理
由
や
目
的
は
、

適
切
な
履
行
を
確
保
す
る
た

め
で
す
。
過
度
な
安
値
受
注

に
よ
る
工
事
品
質
の
悪
化

や
、
下
請
業
者
へ
の
し
わ
寄

せ
、
安
全
対
策
の
不
徹
底
な

ど
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

設
け
ま
し
た
。

　

最
低
制
限
価
格
を
設
け
る

Ｑ 

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
は
予
算
の
ど
こ
に

Ａ  

平
成
22
年
度
予
算
で
は
老
朽
化
し
た
施
設
の
廃
止

等
を
行
い
、
市
政
運
営
の
軽
減
化
を
図
っ
て
い
る

岡田　晴雄 議員

予
算
編
成
の
基
本
的
な

考
え
方
は

　
　
「
徹
底
し
た
行
財
政
改

革
」
は
、
具
体
的
に
ど
こ
に

予
算
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る

の
か
を
伺
い
ま
す
。

　
　

市
長　

行
財
政
改
革
に

努
め
、
財
政
力
を
向
上
さ
せ

た
い
。
そ
の
結
果
が
、
市
民

福
祉
の
向
上
、
少
子
高
齢
化

社
会
へ
の
的
確
な
対
応
が
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
の
一
例
と
し

て
は
、
平
成
22
年
度
予
算
案

で
は
、
老
朽
化
し
、
利
用

頻
度
が
少
な
い
玉
造
老
人
い

こ
い
の
家
の
廃
止
、
同
様
に

老
朽
化
し
た
北
浦
衛
生
セ
ン

タ
ー
の
廃
止
と
解
体
を
行

い
、
市
政
運
営
の
軽
減
化
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
老
人
い
こ
い
の
家

は
廃
止
し
ま
す
が
、
カ
ラ
オ

ケ
が
で
き
る
よ
う
に
、
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

答 問

講
堂
防
音
改
築
工
事
の
一
般

競
争
入
札
に
つ
い
て
、
平
成

22
年
１
月
７
日
に
執
行
し
、

結
果
は
予
定
価
格
５
億
８
０

０
万
円
に
対
し
て
４
億
３
，

９
０
０
万
円
で
落
札
。
そ
れ

よ
り
低
い
３
社
が
最
低
制
限

価
格
を
超
え
た
た
め
失
格
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
安
い
と
こ
ろ

が
あ
る
の
に
「
ど
う
し
て
」

と
い
う
の
が
市
民
の
感
覚
だ

と
思
い
ま
す
。
落
札
し
た
会

社
と
失
格
し
た
中
で
一
番
安

い
会
社
で
は
、
価
格
に
４
，

６
９
０
万
円
の
差
額
が
出
ま

す
。
市
の
財
政
を
考
え
れ
ば

安
い
ほ
う
が
い
い
と
い
う
見

方
が
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
差

額
が
大
き
か
っ
た
こ
と
、
技

術
が
な
い
よ
う
な
会
社
に
見

え
な
い
と
こ
ろ
が
失
格
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
設
定

価
格
に
対
し
て
は
財
政
的
負

担
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
見
方
が
で
き
ま

す
。

　

今
後
の
最
低
制
限
価
格
に

対
す
る
考
え
を
お
聞
か
せ
願

い
ま
す
。

　
　

市
長　

価
格
を
最
低
限

に
抑
え
る
と
い
う
の
は
あ
く

ま
で
も
理
想
で
す
け
れ
ど

も
、
や
は
り
景
気
刺
激
策
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本

当
に
安
い
の
が
ベ
タ
ー
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
は
企
業

が
疲
弊
し
て
し
ま
い
ま
す
。

適
正
価
格
の
も
と
、
ま
た
適

正
技
術
の
も
と
に
お
い
て
入

札
を
執
行
す
る
の
が
こ
の
地

場
産
業
の
振
興
に
つ
な
が
る

と
、
私
は
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
　

失
格
し
た
業
者
が
経
済

的
に
窮
地
に
陥
る
よ
う
な
安

い
金
額
だ
っ
た
の
か
と
い
う

と
、
そ
う
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
経
済
効
果
と
い
う
こ

え
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
　

市
長　

議
員
の
お
っ

し
ゃ
る
こ
と
は
、
十
分
わ
か

り
ま
す
。

　

私
は
、
予
算
の
範
囲
の
中

で
、
地
域
の
経
済
が
発
展
で

き
る
よ
う
な
方
策
を
し
て
い

く
べ
き
と
思
っ
て
お
り
ま
す

し
、
特
別
高
い
わ
け
で
は
な

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　

騒
音
地
域
で
は
、
国
か

ら
の
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整

備
調
整
交
付
金
関
係
の
予
算

で
道
路
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
市
の
財
源
で

本
来
や
る
べ
き
こ
と
が
防

衛
省
の
予
算
で
で
き
る
の

で
、
上
乗
せ
的
な
考
え
が
な

い
か
、
と
い
う
思
い
が
騒
音

地
区
の
議
員
一
同
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
件
に
関
し
て
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
　

市
長　

百
里
基
地
周
辺

の
防
音
対
策
は
、
地
元
の
住

民
の
た
め
に
快
適
、
安
全
な

生
活
を
保
障
す
る
た
め
に
も

使
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
使
い
道
が
非
常
に
制
約

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
市
が
一
般
財
源
と
し
て

何
で
も
使
え
る
よ
う
な
要
望

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
ご
期
待
を
い

た
だ
き
た
い
。

と
、
今
回
の
工
事
で

は
７
社
中
３
社
が
最

低
制
限
価
格
以
下
の

た
め
失
格
で
し
た
。

最
低
制
限
価
格
を
設

け
な
け
れ
ば
、
最
低

の
価
格
で
申
し
込
ん

だ
会
社
が
落
札
候
補

者
に
な
り
ま
す
。

　
　

玉
造
中
学
校

答 問

と
を
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
が
、
失
格

し
た
業
者
が
、
市

長
の
お
っ
し
ゃ
る

技
術
で
劣
っ
て
い

る
と
見
え
な
い
も

の
で
す
か
ら
、
最

低
制
限
価
格
を
下

げ
て
、
お
金
を
違

う
と
こ
ろ
に
回
し

て
、
経
済
効
果
を

図
れ
ば
と
い
う
考

答

問

問

問

答

答

玉造中学校講堂の建築が始まりました

国からの交付金で新設した道路（芹沢地内）
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今
後
の
初
期
的
計
画
の

見
直
し
、
被
害
対
象
地
域
へ

の
対
応
策
を
伺
う
。

　
　

市
長　

再
編
交
付
金
は
、

事
業
ご
と
に
防
衛
省
と
の
協

議
が
必
要
で
あ
り
、
制
度
の

抜
本
的
な
改
正
を
国
に
要
望

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　

総
務
部
長　

平
成
19
年

度
か
ら
平
成
22
年
度
ま
で
を

第
１
期
と
し
て
事
業
を
計

画
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

22
年
度
か
ら
は
変
更
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
う
る
さ
さ

指
数
75
Ｗ
以
上
の
地
域
に
交

付
金
は
充
て
る
方
針
で
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
の
要

望
と
で
き
る
だ
け
マ
ッ
チ
ン

グ
し
た
事
業
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

Ｑ 

被
害
対
象
地
域
へ
の
対
応
策
は

Ａ  

地
域
の
要
望
に
合
う
事
業
を
検
討
す
る
ほ
か
、
政

策
審
議
室
の
中
で
専
門
的
に
対
処
し
て
い
く

高木　　正 議員

　

多
難
な
社
会
構
造
変
革
、

大
転
換
期
を
背
景
に
、
さ
ら

な
る
豊
か
な
将
来
像
構
築
の

た
め
の
行
財
政
改
革
や
施
策

づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。

行
方
市
に
お
い
て
も
し
か
り

で
あ
る
。
納
税
行
為
と
い
う

付
託
行
為
を
も
っ
て
采
配
部

分
を
つ
か
さ
ど
り
、
結
果
市

民
の
生
命
財
産
を
守
り
、
市

民
の
一
生
の
日
常
生
活
に
深

く
広
く
関
わ
り
を
持
つ
の
が

行
政
で
あ
る
。
特
に
行
方
市

に
お
い
て
は
、
行
政
運
営

上
、
最
大
に
し
て
最
重
要
課

題
は
少
子
高
齢
化
の
現
実
的

到
来
の
影
響
が
す
べ
て
の
社

会
構
造
に
そ
の
投
影
を
も
っ

て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
既
存
の
社
会
通
念
の
打

破
に
始
ま
り
、
意
識
改
革
に

つ
な
が
る
必
然
性
が
行
政
の

基
軸
と
な
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
質
問
を
し
た
く

思
う
。

問答

　
　

知
人
が
行
っ
た
騒
音
測

定
に
よ
る
と
、
２
月
24
日
に

浜
区
で
最
大
１
１
０
Ｗ
、
１

月
21
日
に
現
原
、
沖
洲
区
で

も
90
Ｗ
を
超
え
て
い
る
。
市

独
自
の
観
測
は
。

　
　

総
務
部
長　

質
問
の
趣

旨
を
受
け
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

問　

旧
現
原
、
立
花
、
玉
造

地
区
、
22
区
に
よ
る
地
元
協

議
会
が
発
足
し
た
が
、
行

政
支
援
策
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　
　

市
長　

全
く
同
感
で

す
。
市
と
し
て
も
協
議
会
と

の
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
、

あ
る
程
度
の
補
助
金
の
設
定

を
し
な

が
ら
進

め
て
い

き
た
い

と
考
え

て
い
ま

す
。

　
　

騒
音
対
策
に
限
ら
ず
飛

行
機
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
問
い
合
わ
せ
の
た
め

に
事
務
局
を
会
長
宅
に
置
く

と
い
う
形
だ
が
、
行
政
と
し

て
専
門
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
必

要
で
あ
る
と
思
う
が
。

　
　

市
長　

政
策
審
議
室
を

新
た
に
設
置
し
て
、
そ
の
中

で
専
門
的
な
係
を
つ
け
て
対

処
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
仮
称
百
里
基
地
周

辺
の
防
音
対
策
協
議
会
と
い

う
よ
う
な
も
の
を
つ
く
り
な

が
ら
、
全
体
的
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
騒
音
被
害
の
リ
ス
ク
を
負

う
住
民
の
た
め
の
、
本
当
に

血
の
通
っ
た
行
政
の
具
体
的

な
実
現
性
を
望
む
も
の
で
あ

る
。

問答

安
全
、
安
心
、
快
適
な
市
民

生
活
の
た
め
に
行
政
は
何
を

す
べ
き
か
を
問
う
（
百
里
騒

音
被
害
対
策
に
つ
い
て
）

答

答 問

　
　

市
長　

き
ち
ん
と
住
民

に
約
束
し
た
こ
と
は
実
行
す

べ
き
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
問
題
は
、
私
個
人

的
に
は
、
や
は
り
個
人
的
な

契
約
だ
と
い
う
認
識
で
あ
り

ま
す
。
今
後
市
と
し
て
、
何

ら
か
の
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
あ
と
３
年
間
が
10
年
の

期
間
と
い
う
こ
と
で
、
静
か

に
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
ア

ク
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
法
廷
の
場
で
き
ち
ん
と

し
た
判
断
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
弁

護
士
に
相
談
し
ま
す
。

■
相
談
す
る
前
に
行
政
は
、

私
た
ち
の
行
方
市
は
こ
う
あ

る
べ
き
だ
と
方
向
性
を
決
め

て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
こ
の
市
有
地
に

は
農
地
も
含
ま
れ
て
い
る
。

市
有
地
に
作
物
を
栽
培
し
、

利
益
を
上
げ
て
い
る
実
態
も

あ
る
。
公
有
地
を
使
っ
て
不

平
等
で
あ
る
。
歴
史
的
な
ツ

ケ
を
税
金
で
賄
う
と
い
う
話

は
困
る
。
も
っ
と
真
摯
に
現

実
に
向
か
っ
て
や
る
べ
き
で

あ
り
、
不
作
為
へ
の
罪
を
恥

ず
べ
き
で
あ
る
。

へ
の
足
か
せ
を
未
然
に
防

ぎ
、
も
っ
て
公
有
財
産
の
効

率
的
な
有
機
性
を
住
民
の
た

め
に
確
約
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
の
た

め
の
質
問
で
あ
る
。

　
「
白
紙
に
戻
す
」
と
前
市

長
は
４
年
前
か
ら
言
っ
て
い

た
が
、
何
も
し
て
い
な
い

で
、
前
々
回
の
質
問
時
初
め

て
「
相
手
方
と
連
絡
が
と
れ

な
い
状
態
で
あ
る
」
と
答
弁

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
て

い
た
ら
く
な
行
政
は
な
い
。

こ
う
い
っ
た
不
条
理
な
協
定

書
を
結
ん
だ
責
任
は
誰
に
あ

る
の
か
。

　
　

総
務
部
長　

積
極
的
に

ど
う
い
う
リ
ス
ク
が
あ
ろ
う

と
も
相
手
側
と
交
渉
す
る
べ

き
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
10
年
間
を
過
ぎ
る
ま
で

は
、
こ
の
ま
ま
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

こ
れ
は
55
町
歩
に
わ
た

る
広
大
な
市
有
地
の
権
利
の

喪
失
事
件
で
あ
る
。
４
年
間

約
束
し
続
け
た
前
市
長
の
約

束
は
、
ど
う
す
る
の
か
。
行

政
は
嘘
を
つ
い
て
い
る
の

か
、
議
会
で
。
不
作
為
の
罪

で
は
な
い
の
か
。

　
　

協
定
書
締
結
の
実
態
の

明
確
化
を
図
り
、
そ
の
法
的

位
置
づ
け
、
ま
た
、
現
在
に

お
け
る
責
任
の
所
在
の
明
確

化
を
図
り
、
行
方
市
の
将
来

「
農
村
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー

構
想
実
現
の
た
め
の
用
地
譲

渡
に
係
る
基
本
協
定
書
」
問

題
に
つ
い
て

問答問

問 答

答
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Ｑ 

一
般
競
争
入
札
の
実
施
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

Ａ  

透
明
性
、
競
争
性
、
公
平
性
の
高
い
契
約
方
式
と

し
て
、
拡
大
を
図
っ
て
い
る

行
方
市
の
入
札
に
つ
い

て
　
　

指
名
競
争
入
札
は
、
価

格
競
争
が
起
こ
り
に
く
く
、

入
札
価
格
が
高
ど
ま
り
し
や

す
い
。
こ
の
た
め
要
件
を
詳

細
に
定
め
る
か
わ
り
に
、
一

般
競
争
入
札
を
す
る
動
き
が

活
発
と
な
っ
て
お
り
、
指
名

競
争
入
札
は
、
少
額
入
札
な

ど
の
例
外
的
扱
い
と
な
っ
て

い
る
傾
向
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
一
般
競
争
入
札

実
施
要
綱
に
沿
っ
た
公
正
・

公
平
な
透
明
性
の
あ
る
実
施

に
つ
い
て
を
伺
う
。

　
　

市
長　

行
方
市
の
一
般

競
争
入
札
は
、
合
併
当
初
、

建
築
一
式
工
事
は
設
計
金
額

が
３
億
円
以
上
、
建
築
一
式

工
事
以
外
の
工
事
は
設
計
金

額
が
１
億
円
以
上
を
対
象
と

し
て
い
ま
し
た
。
入
札
制
度

の
改
善
を
検
討
す
る
中
で
、

競
争
性
向
上
の
た
め
の
入
札

方
式
の
改
善
等
の
措
置
と
し

答 問

て
一
般
競
争
入
札
は
、
本
市

の
公
共
工
事
の
入
札
に
お
い

て
、
受
注
意
欲
の
あ
る
業
者

の
入
札
参
加
へ
の
機
会
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
透

明
性
、
競
争
性
及
び
公
平
性

の
高
い
契
約
締
結
方
式
で
あ

り
、
入
札
談
合
の
防
止
効
果

が
期
待
で
き
る
方
式
と
し
て

拡
大
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
公
平
・
公
正
な

入
札
の
実
施
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
制
度
の
改
善
を

図
っ
て
い
き
ま
す

　
　

請
負
業
者
選
考
規
程
に

よ
る
と
指
名
選
考
委
員
会
を

設
置
す
る
よ
う
だ
が
、
そ
の

構
成
は
何
名
で
、
誰
が
委
員

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

市
長　

委
員
は
、
副
市

長
、
総
務
部
長
及
び
財
政
課

長
の
ほ
か
市
長
が
指
名
し
た

者
で
す
。
現
在
、
副
市
長
不

在
の
た
め
、
総
務
部
長
、
財

政
課
長
、
税
務
課
長
、
環
境

課
長
、
社
会
福
祉
課
長
、
農

林
水
産
課
長
の
６
名
で
構
成

し
て
い
ま
す
。

　
　

設
計
金
額
が
１
，
０
０

０
万
円
以
上
の
も
の
は
一
般

競
争
入
札
、
こ
れ
を
堅
持
し

て
い
た
だ
け
る
か
。

　
　

市
長　

今
後
の
入
札
制

度
に
つ
い
て
も
、
議
員
の
意

見
も
最
大
限
に
尊
重
し
な
が

ら
、
改
革
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

産
地
、
賞
味
期
限
、
鮮
度
、

異
物
混
入
の
確
認
な
ど
、
安

全
・
安
心
な
食
材
の
確
保
に

注
意
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
　

教
育
次
長　
「
学
校
給

食
実
施
方
針
」
策
定
の
大
き

な
課
題
は
、
食
育
の
推
進
で

す
。
今
後
は
、
こ
こ
に
重
き

を
置
き
な
が
ら
、
学
校
と
児

童
・
生
徒
、
保
護
者
を
含
め

て
の
取
り
組
み
の
強
化
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

民
間
委
託
に
よ
っ
て
の

削
減
効
果
は
幾
ら
あ
る
の

か
。

　
　

市
長　

単
純
な
削
減
効

果
は
、
お
よ
そ
６
，
６
０
０

万
円
に
な
り
ま
す
。

　
　

少
子
化
対
策
、
人
口
減

少
に
対
応
す
る
た
め
、
全
員

が
平
等
に
そ
の
恩
恵
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
無
料
化

や
、
第
２
子
や
第
３
子
に
給

食
費
の
助
成
を
考
え
て
み
て

は
ど
う
か
。
旧
玉
造
町
で
は

半
額
助
成
を
し
て
お
り
、
現

在
こ
の
部
門
は
サ
ー
ビ
ス
低

下
し
た
わ
け
で
ぜ
ひ
と
も
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

市
長　

保
護
者
の
給

食
費
の
負
担
軽
減
に
つ

い
て
は
、
財
政
状
況
を
考

慮
し
な
が
ら
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　

終
業
式
と
始
業
式
の

日
に
も
給
食
を
出
し
て
は

ど
う
か
。

給
食
事
業
に
つ
い
て

　
　

給
食
の
量
と
食
育
で
の

質
の
向
上
は
ど
う
か
。

　
　

市
長　

給
食
の
摂
取
基

準
に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食

実
施
基
準
の
別
表
、
幼
児
・

児
童
又
は
生
徒
１
人
１
回
当

た
り
の
学
校
給
食
摂
取
基
準

に
従
っ
て
、
毎
日
の
量
や
栄

養
を
考
慮
し
て
献
立
を
立
て

て
い
ま
す
。質
に
つ
い
て
は
、

問

ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
人
の

方
々
に
も
本
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
「
な
め
が
た
ふ
る
さ
と
大

使
」
と
し
て
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

危
機
管
理
の
た
め
に
ど

う
か
。
災
害
に
よ
っ
て
本
市

の
サ
ー
バ
の
使
用
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
運
用
が
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
、
友
好
都
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
本
市
の
災

害
情
報
を
載
せ
、
伝
達
体
制

の
確
保
を
し
た
り
、
災
害
時

以
外
は
、
双
方
の
Ｐ
Ｒ
ペ
ー

ジ
と
し
て
利
用
し
て
は
。

　
　

市
長　

災
害
時
の
相
互

協
力
に
特
定
し
た
協
定
を
結

ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
協
力

体
制
が
十
分
発
揮
で
き
る
よ

う
、
体
制
の
整
備
を
整
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

友
好
都
市
の
締
結
に
つ

い
て

　
　

行
方
市
の
物
産
の
Ｐ
Ｒ

や
交
流
の
た
め
に
海
外
へ
の

友
好
都
市
締
結
は
ど
う
か
。

　
　

市
長　

茨
城
空
港
の
開

港
や
東
関
道
の
整
備
と
い
っ

た
国
内
外
に
向
け
た
ア
ク
セ

ス
も
整
い
つ
つ
あ
る
中
で
、

国
内
の
都
市
部
に
限
ら
ず
、

韓
国
や
同
じ
よ
う
な
農
村
地

域
と
の
交
流
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各

界
で
活
躍
し
て
い
る
地
元
に

　
　

教
育
次
長　

今
年
３
月

の
卒
業
式
の
日
は
、
給
食
を

出
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

次
年
度
は
、
回
数
に
つ
い
て

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

答 問

問答答

答答 問問

問

問

答 答 答問

答

栄養教諭を中心に食に関する指導が行われています

鈴木　義浩 議員
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議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会

●
日
本
下
水
道
事
業
団
に
つ
い
て

日
本
下
水
道
事
業
団
技
術
開
発
セ

ン
タ
ー
（
栃
木
県
真
岡
市
）

　

日
本
下
水
道
事
業
団
は
、
下
水

処
理
に
関
す
る
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ

を
駆
使
し
、
全
国
の
処
理
場
約
６

割
の
建
設
や
下
水
道
担
当
職
員
養

成
の
た
め
の
研
修
、
下
水
道
の
新

技
術
の
開
発
及
び
実
用
化
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
技
術
開
発
セ
ン

タ
ー
で
は
、
大
規
模
処
理
場
に
適

し
た
新
し
い
技
術
や
下
水
処
理
水

か
ら
の
リ
ン
回
収
技
術
の
開
発
な

ど
、
効
率
的
な
水
質
浄
化
や
省
エ

ネ
・
省
ス
ペ
ー
ス
化
を
図
る
実
験

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
が
実
用
化
と
な
れ
ば
、

電
気
使
用
量
の
削
減
効
果
等
も
大

き
く
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
、
ま
た
、

省
ス
ペ
ー
ス
化
は
処
理
場
建
設
費

用
の
削
減
に
、
リ
ン
回
収
技
術
は

リ
サ
イ
ク
ル
や
さ
ら
な
る
水
質
浄

化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

本
市
で
は
現
在
、
新
た
な
処
理

場
建
設
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

将
来
を
展
望
し
、
こ
れ
ら
の
技

術
の
早

期
実
用

化
を
期

待
し
ま

す
。

の
総
合
計
画
の
中
に
ま
ち
づ
く
り

の
大
き
な
柱
と
し
て
位
置
付
け
を

し
た
り
と
、
建
設
に
向
け
た
対
応

を
進
め
て
き
た
結
果
、
平
成
５
年

に
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
と
し
て

認
可
さ
れ
、
同
時
に
都
市
公
園
の

整
備
に
着
手
し
ま
し
た
。
平
成
11

年
度
ま
で
に
敷
地
面
積
約
15
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
総
事
業
費
約
53
億
円
を

か
け
て
レ
ス
ト
ラ
ン
、
売
店
、
美

術
館
、
公
園
休
憩
所
、
広
場
等
を

完
成
さ
せ
、
現
在
も
時
代
に
あ
っ

た
施
設
と
し
て
ド
ッ
ク
ラ
ン
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、「
景
観
行
政

団
体
」
の
指
定
や
個
人
の
庭
を
観

光
客
に
提
供
す
る
「
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
」
の
開
設
な
ど
行
政
、

町
民
や
大
学
が
一
体
と
な
っ
て
、

町
全
体
の
自
然
や
風
土
、
景
観
を

大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
素
晴

ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
、
東
関
東
自
動
車
道
水
戸

線
潮
来
〜
鉾
田
間
の
開
通
を
、
本

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
や
観

光
の
活
性
化
に
ど
う
つ
な
げ
る
べ

き
か
、
ま
た
、
市
内
に
あ
る
こ
れ

ま
で
の
建
造
物
や
田
園
風
景
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
魅
力
の
あ
る
都

市
づ
く
り
を
ど
う
進
め
て
い
く
べ

き
か
を
小
布
施
町
を
参
考
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
小
布
施
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス

と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

長
野
県
小
布
施
町

　

小
布
施
町
で
は
、
高
速
道
路
建

設
が
具
体
化
し
て
き
た
昭
和
61
年

に
「
小
布
施
町
農
協
高
速
道
対
策

委
員
会
」
が
町
全
体
の
組
織
と
し

て
発
足
し
、
町
や
議
会
、
対
策
委

員
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
道
路
公

団
や
国
・
県
等
に
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
の
設
置
を
要
望
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
各
種
団
体
の
代
表
等

に
よ
る
「
Ｐ
Ａ
周
辺
活
性
化
調
査

研
究
委
員
会
」
の
中
で
特
色
あ
る

地
域
振
興
策
を
検
討
し
た
り
、
町

《建設委員会》《建設委員会》２月２日～３日２月２日～３日

住民一体住民一体のの観光観光を主体としたを主体としたまちづくりまちづくり

今
回
の
テ
ー
マ　

議
員
定
数

　

３
月
16
日
の
委
員
会
で
は
、

「
議
員
定
数
」
に
つ
い
て
、
調

査
及
び
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　

主
な
意
見
を
要
約
す
る
と
、

▼ 

隣
接
市
の
人
口
及
び
議
員
定

数
を
参
考
に
考
え
る
と
、
本

市
議
会
の
定
数
は
20
〜
22
人

が
妥
当
な
の
で
は
。

▼ 

た
だ
定
数
を
削
減
す
れ
ば
い

い
と
い
う
の
は
、
い
か
が
な
も
の
か
。
行
政
と
市
民
の

パ
イ
プ
役
が
少
な
く
な
れ
ば
、
市
民
の
意
見
が
反
映
さ

れ
に
く
く
な
る
。

▼ 

定
数
削
減
と
併
せ
て
議
員
報
酬
も
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
若
い
世
代
の
議
員
を
も
っ
と
輩
出
で
き
る
よ
う
な

考
慮
も
必
要
な
の
で
は
。

　

今
回
は
、
定
数
を
削
減
す
る
方
向
で
論
議
は
進
み
ま
し

た
。
具
体
的
な
定
数
に
つ
い
て
は
、
次
回
の
委
員
会
で
引

き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

委員会

レポート

行
政
視
察
報
告

先
進
事
例
を
調
査

先
進
事
例
を
調
査

　議員定数等調査特別委員会（平

成21年６月設置）は、議会とし

て自ら議員定数や議員報酬に関

する事項の調査を行っています。

　委員会では、付託された
議案等の審査や所管する事
項の諸問題について調査を
行っています。
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●
広
報
誌
の
編
集
に
つ
い
て

株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
（
東
京
都

江
東
区
）

　

今
研
修
で
は
、
受
託
出
版
課
の

専
門
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、
広
報
編
集

の
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
た
め
の

基
礎
知
識
」
に
つ
い
て
講
義
を
い

た
だ
き
、
情
報
発
信
元
の
役
割
、

広
報
誌
づ
く
り
の
手
順
、
魅
力
あ

る
誌
面
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、
行
方
市
議
会
だ
よ

り
の
講
評
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

早
速
次
号
か
ら
生
か
せ
る
よ
う
な

編
集
の
ポ
イ
ン
ト
や
文
字
・
写
真

の
効
果
的
な
掲
載
方
法
に
つ
い
て

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
を
通
し
て
、
魅
力
あ
る
広

報
誌
を
作
る
た
め
に
は
、
技
術
的

な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
前
に
編
集
方
針
を

し
っ
か
り
固
め
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ

れ
が
き
ち
ん
と
確
立
さ
れ
て
い
な

い
と
、
い
く
ら
工
夫
し
て
誌
面
を

飾
っ
て
も
発
行
目
的
を
達
せ
な
い

も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、「
開
か
れ
た

議
会
」
の
有
効
な
手
段
の
一
つ
で

す
。
市
民
に
、
議
会
及
び
市
政
に

対
す
る
正
当
な
認
識
、
そ
し
て
評

価
の
材
料
と
な
る
情
報
を
提
供

し
、
正
し
い
批
判
と
建
設
的
な
協

力
や
参
加
意
識
が
培
わ
れ
る
よ

う
、
今
後
も
よ
り
よ
い
議
会
だ
よ

り
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

を
巡
回
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
酒
々
井
町
の
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
事
業
は
順
調
に
推

移
し
て
き
た
と
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
利
用
者
か
ら
は
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
輸
送
を
行
う
病
院
の

数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
要

望
等
が
あ
り
、
さ
ら
な
る
事
業
の

充
実
を
図
る
た
め
に
町
の
支
援
が

必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
後
は
本
市
の
公
共
交
通
の
効

率
的
な
運
行
を
求
め
る
と
と
も

に
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
も
追
及
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。

●
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

千
葉
県
酒
々
井
町
社
会
福
祉
協
議

会
　

酒
々
井
町
で
は
、
高
齢
者
を
含

め
た
交
通
弱
者
の
外
出
し
や
す
い

環
境
整
備
を
図
る
た
め
に
、
デ
マ

ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
に
ス
ク
ー
ル

バ
ス
機
能
を
併
せ
持
つ
「
巡
回
・

デ
マ
ン
ド
複
合
型
の
新
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
を
進
め
、
社

会
福
祉
協
議
会
を
運
営
主
体
と
し

た
運
行
委
員
会
を
設
置
し
、
平
成

16
年
６
月
１
日
か
ら
本
格
運
行
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

酒
々
井
町
独
自
の
シ
ス
テ
ム
と

し
て
、
乗
り
換
え
な
し
で
町
外
２

箇
所
の
総
合
病
院
に
対
す
る
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
輸
送
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
登
下
校
の
時
間
帯

に
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
デ
マ
ン

ド
型
を
統
合
し
た
運
行
を
行
い
、

路
線
バ
ス
方
式
で
決
ま
っ
た
経
路

●
放
課
後
対
策
事
業
「
子
ど
も
ス

キ
ッ
プ
」
に
つ
い
て

東
京
都
豊
島
区
立
清
和
小
学
校

　
「
子
ど
も
ス
キ
ッ
プ
」
と
は
、

文
部
科
学
省
の
「
放
課
後
子
ど
も

教
室
推
進
事
業
」
と
厚
生
労
働
省

の「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
」

を
一
体
的
に
取
り
入
れ
、
小
学
校

施
設
を
活
用
し
て
、
全
児
童
を
対

象
と
す
る
育
成
事
業
と
学
童
ク
ラ

ブ
を
総
合
的
に
展
開
す
る
放
課
後

対
策
事
業
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
豊
島
区
で
は
15
箇
所
開
設

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
視
察
を
行
っ
た
「
子
ど
も

ス
キ
ッ
プ
清
和
」
は
、
区
立
小

地
域
の
中
で
大
切
に
守
ら
れ
、
育

て
ら
れ
て
い
る
様
子
が
窺
え
ま
し

た
。

　

本
市
で
は
現
在
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
、
降
園
後
保
育
を
14
箇
所

で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
市

内
全
域
の
児
童
に
拡
充
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
環
境
づ

く
り
や
、
働
く
若
い
世
代
の
支
援

と
な
る
施
策
を
、
本
市
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
児
童
に
対
し
て
一

体
的
に
展
開
し
、
地
域
ぐ
る
み
で

児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

学
校
に
隣
接
す
る
区

民
広
場
に
開
設
し
て

お
り
、
利
用
届
出
状

況
は
平
成
21
年
12
月

末
で
、
全
児
童
が
届

出
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
運
営
は
、
年
間

事
業
目
標
を
立
て
、

地
域
や
大
学
生
の

サ
ー
ク
ル
な
ど
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を

得
な
が
ら
、紙
芝
居
、

異
年
齢
で
集
団
ゲ
ー

ム
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
が

《総務･教育厚生委員会》《総務･教育厚生委員会》２月９日～ 10日２月９日～ 10 日

《広報委員会》《広報委員会》２月 25日２月 25 日
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会議録検索会議録検索
　 システム　 システム

議会の活動をもっと知る !!

平成 19年第２回臨時会からの本会議の会議録がインターネットで閲覧できます。

行方市公式ホームページ 行方市議会ホームページ

会議録検索システム
（外部リンク）

「行方市議会」をクリック 「会議録」をクリック

会議録の閲覧方法

① 閲覧したい年をク
リックします。

② 指定された年の会議録一覧が
表示されます。閲覧したい会
議録をクリックします。

③ 別ウインドウで会議録の内容が
表示されます。

内容の見方
《日程単位表示の場合》

右フレームに日程の全発言が表示されます。

《発言者単位表示の場合》

右フレームに日程の１発言が表示されます。

ここをクリック ここをクリック
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議会トピックス議会トピックス

●議会日誌●
１月
13日　広報委員会
15日　教育厚生委員会
18日　建設委員会
18～ 19日　県東市議会議長会視察研修
20日　総務委員会　経済委員会
21日　議会運営委員会
21～ 22日　茨城県市議会議長会定例会
25日　県東市議会議長会臨時会
28日　第１回臨時会

２月
２～３日　建設委員会行政視察
５日　茨城県市議会議長会議員研修会
９～ 10日　総務･教育厚生委員会行政視察
15日　建設委員会　総務委員会
16日　教育厚生委員会
17日　第１回茨城県後期高齢者医療広域連合
　　　議会定例会　経済委員会

18日　総務委員会
22日　議会運営委員会　全員協議会
25日　 広報委員会行政視察　鹿行広域事務組合

議会定例会及び行政視察

３月
４～ 23日　第１回定例会
５日　教育厚生委員会
11日　建設委員会
12日　予算特別委員会
15日　予算特別委員会
16日　 議員定数等調査特別委員会　全員協議会

経済委員会
17～ 18日　総務委員会
19日　議会運営委員会
23日　予算特別委員会
25日　教育厚生委員会　議会運営委員会行政視察

　傍聴は、議会の活動や市政の動きを知るチャンス
です。
　本会議では、市民生活に関わるさまざまな決まり
ごとや問題について審議が行われています。また一
般質問では、市長の考えを聞くことができます。
　詳しい日程などは、決定次第、議会ホームページ
でお知らせします。
　ぜひ傍聴にお越しください。

・議場は玉造庁舎にあります。傍聴席は 44席です。
・本会議の傍聴は自由、どなたでも傍聴できます。
・ 事前の申込みは必要ありません。会議当日、先着順
に受付します。受付では、氏名･年齢･住所を記入す
るだけです。

　３月４日、行方市区長会から議会に
議員定数削減の要望書が提出されまし
た。
　その内容は、「行政改革大綱の総仕上
げの意味からも、新しい議会として自
らの判断において定数削減を図り、議
会活動の活性化、開かれた市議会を要
望する」というものでした。
　現在、議会でも議員定数等調査特別
委員会を設置して、議員定数及び報酬
等について検討を重ねています。これ
らの最終報告は今年９月開催予定の第
３回定例会で行います。

議員定数の削減を
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過去の「行方市議会だより」を行方市公式ホームページで見ることができます。
http://www.city.namegata.ibaraki.jp/ 議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより

●
行
方
市
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
多

く
の
課
題
が
山
積
み
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
私
が
心
配
な
の
は
、
農
業
分

野
で
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で

す
。
周
囲
に
は
、
若
い
後
継
者
の
姿
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
。
還
暦
を
迎
え
、
昔
な

ら
世
代
交
代
を
し
て
、
一
安
心
す
る
年

齢
で
し
た
が
、
現
在
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
曲
が
り
か
け
た
腰
を
伸
ば
し
な
が

ら
、
昔
か
ら
の
土
地
を
守
り
、
や
む
に

や
ま
れ
ず
農
業
を
続
け
て
い
る
農
家
も

少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
将
来
と
て

も
不
安
で
す
。 

（
60
代　

女
性
）

●
私
は
、
小
学
生
を
も
つ
父
親
で
す
。

　

現
在
、
小
学
校
の
統
廃
合
で
い
ろ
い

ろ
と
話
し
合
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
保
護
者
と
し
て
は
子

ど
も
た
ち
の
安
全
性
を
第
一
に
考
え
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
行
方
市
は
各
学
年
を
40
人

学
級
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
他
市
で
は

30
人
学
級
を
実
施
し
て
い
る
地
域
も
あ

る
の
で
、
是
非
私
た
ち
の
市
で
も
検
討

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。 

（
40
代　

男
性
）

●
私
は
風
呂
が
大
好
き
で
、
白
帆
の

湯
に
１
週
間
に
３
日
ぐ
ら
い
行
っ
て
い

ま
す
。
腰
が
悪
か
っ
た
の
が
良
く
な
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
風
呂

か
ら
の
展
望
が
素
晴
ら
し
く
、
霞
ヶ
浦

に
沈
む
夕
日
は
最
高
で
す
。
市
外
県
外

の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

よ
く
お
い
し
い
魚
料
理
店
や
行
方
市
の

有
名
な
店
な
ど
を
聞
か
れ
ま
す
が
、
よ

く
説
明
で
き
ま
せ
ん
。
受
付
の
と
こ
ろ

に
お
食
事
処
マ
ッ
プ
で
も
あ
っ
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
。 

（
50
代　

女
性
）

●
今
の
行
方
市
に
は
、
将
来
に
対
し

て
夢
や
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
だ
と
考
え

る
。
未
来
に
期
待
で
き
る
政
治
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。 

（
50
代　

男
性
）

●
防
災
無
線
の
こ
と
で
ひ
と
言
。
私

は
玉
造
地
区
に
住
ん
で
お
り
ま
す
。
火

事
の
お
知
ら
せ
を
い
ち
早
く
お
知
ら
せ

い
た
だ
き
、
と
て
も
安
心
し
て
暮
ら
し

て
お
り
ま
す
。
麻
生
、
北
浦
地
区
で
の

出
来
事
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
親
戚
、
友

達
の
近
所
で
火
事
が
起
き
た
と
き
に

は
、
何
日
も
わ
か
ら
ず
に
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
３
町
が
行
方
市
に
合
併
し

て
４
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
他
の
地
区
の

火
事
の
お
知
ら
せ
も
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
60
代　

女
性
）

●
私
は
、
二
人
の
小
学
生
を
も
つ
母

親
で
す
。

　

先
日
、
私
の
地
域
で
も
入
学
式
が

あ
り
ま
し
た
。
年
々
、
少
子
化
が
進
む

中
、
本
年
は
さ
ら
に
全
校
の
児
童
数
が

減
っ
た
と
の
事
。
将
来
の
我
が
地
域
を

憂
い
て
い
る
の
は
、
私
一
人
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
と
同
時
に
、
児
童
数
が

少
な
く
な
る
分
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
や
、

交
通
安
全
母
の
会
等
に
か
か
わ
る
親
た

ち
の
数
も
少
な
く
な
り
、
一
人
で
何
役

も
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
現
状
で

す
。
見
守
り
隊
の
皆
様
の
よ
う
な
活
動

は
、
子
ど
も
の
安
全
の
た
め
に
大
変
あ

り
が
た
い
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
地
域
ぐ
る
み
で
の
子
育
て
支

援
の
活
動
を
、
行
政
に
携
わ
る
皆
様
に

も
、
未
来
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に

尽
く
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
行
方
市
の

将
来
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
日
々
知
恵
を
出
し
合
っ
て
努
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

 

（
40
代　

女
性
）

　

今
号
は
、
本
会
議
と
予
算
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、
24
名
の
議
員
が
真
剣
に
審
議
を
行
っ
た
平
成

22
年
度
予
算
を
は
じ
め
、
第
１
回
定
例
会
を
主
に

紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

　

広
報
委
員
会
は
、
市
民
の
皆
様
が
タ
イ
ム
リ
ー

に
知
り
た
い
議
会
情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、

「
読
み
や
す
く
」「
気
軽
な
」
と
い
う
視
点
を
忘
れ

ず
に
、
議
会
で
議
論
さ
れ
た
内
容
を
紙
面
の
限
り

あ
る
中
で
、
苦
戦
し
な
が
ら
編
集
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
会
議
録
が
閲
覧
で
き
る
「
会
議
録
検
索
シ
ス
テ

ム
」
が
本
稼
動
い
た
し
ま
す
。

　

議
場
で
は
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
事
柄
に
関

す
る
審
議
が
数
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
、
効
率
的
で
充
実
し
た
議
会
広
報
に

心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
意
見
ご

感
想
な
ど
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
鈴
木
義
浩
）

広
報
委
員
会

　
　

委
員
長　

宮
内　
　

正

　
　

副
委
員
長　

髙
橋　

正
信

　
　

委　
　

員　

松
兼　

幸
蔵　

鈴
木　

義
浩

　
　
　
　
　
　
　

関
野　

謙
一　

横
田　

太
一

ちょっとひと言!!

市民市民のの声
広報委員が市民の皆さんに、広報委員が市民の皆さんに、
行方市に寄せる思いをインタ行方市に寄せる思いをインタ
ビューしました。ビューしました。

編

集

後

記

みんなで傍聴しましょう !!　次の定例会は６月開会予定です。
主な内容は、条例の改正案などです。

　

議
会
で
は
、
議
会
や
市
に
対
す

る
要
望
、
意
見
、
あ
る
い
は
「
議

会
だ
よ
り
」
を
読
ん
で
の
感
想
な

ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

議
会
事
務
局
ま
で
。


